
平成 18年5月 1日

ぱ NPO法 人

加治丘陵山林管理グループ

会員の皆様、お元気でお過 ごしのこととお喜び中し上げます。

当グループもNPO法 人設立以来 3年 を経過 し、市民活動 としてゆっくりではあり

ますが定着 しつつあ ります。入間市 ・(財同)さいたま緑の トラス ト協会を始め、加治

丘陵区域内民間所有地の F草刈 り、間伐及び遊歩道の整備など、環境保全をH標 に会

貝一同楽 しみなが ら参加 しています。 また、内外か らも高く評価 され、会員同士の厚い信頼を得て、益々の

生甲斐を感 じます。我々のモットーは 『無理 しない。ゆっくりと。余裕をもって。』

当初か らの活動実績は101ケ所、活動面積30万m2、 活動延人数3,0 0 0名を教え、 17年度ベースで活動面積

12. 4万m2を 完遂 しました。緑豊かな里山に誘われて、安全を第一、そ して楽 しみなが ら活動 していきたいと

考えています。 どなたで も気軽に参加 して下されば幸いです。

口可第

平成18年 4月 4日 付で入問市都市計画緑地事業 「加治丘陵さとやま自然緑地J=(加 治

丘陵さとやま自然公園)の事業認可が、埼玉県知事か ら ドリました。その位置は、桜山展望台周辺で、内容は

下記の通 りです。

入間市「力田治丘陵さとやま計画」のうち、110ヘクタールを●センター機能ゾーンの四季の森ゾーン0学
習の森ゾーン に分け、平成18年度から平成24年度で整備される予定です。

これからも市の1青報も多く、どうぞご期待下さい。

平成17年11月27日農村環境改善センター体育館に於いて、入間市消防署員 8名 の講師を迎えて受講した。

参加人員20名。内容は″い肺蘇生法 (人工呼吸と心臓マッサージ)と AED(電 気ショック)の 実技研修であ

り功日'ず丘陵控 ざ

り、緊急の場合の参考 とな り有意義であった。 研修班副班長  小 田 桐 夫



第 4回 NPO法 人 カロ治丘陵山林管理グループの定時総会が下記の通 り開催されます。会員 ・賛

助会員の皆さま、お誘い合わせの上是非ご出席下さい。

[定時総会] 日  時   6月 18日(日)午 後 1時～ 2時

場 所   入 間市市民活動センター3階大ホール

E講 演 会]ひ きつづき午後 2時 ～ 3時 (予定)

講 師   伊 藤安男先生 (入間市環境ア ドバイザー)

テーマ 「入間市の環境 。大気と水質を中心に」

[懇 親 会]場 所を移して午後 3時 30分より

神明会館 (市民会館北側 ・池の畔)

長い間、懸案になっていた当グループのホームページが平成18年4月 1日 に開設されました。 どうした ら

ホーユ、ベージを開設できるのか ここ一
年余 り試行錯誤を繰 り返 してきました。幸い身近なところにホームベ

ージの作成などを手掛けている業者さんがいて、そ こか らはとんとん拍子に事が進み、 4月 1に1を迎えるこ

とが出来ました。

●加治丘陵とはどんなところなの?

のどんな野性生物が生育・生息しているの?

0当グループのこれまでの歩みは?

0当グループがどんな活動をしているの?

などを紹介した内容のホームベージになっています。

会員の皆様をはじめとして、入間市民 ・近隣の市民

へのPR媒 体、情報発信基地としての役割が果たせる

よう、随時更新していきたいと思います。

皆様、どしどし情報をお寄せください。 広 報 班

轟慧ま
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緊急位置表示板

れました。

加治丘陵内北コース ・南コースに 『緊急位置表示板』が

設置されました。 事故が発生 した時などに、す ぐ対応でき

るよう、現在位置がす ぐわかるように100mご とに設置さ

れたもの。北コースは仏 子駅側より「北-lJか ら「北-25J、

南コー スは入問台卜J地 側よ り 「南-lJか ら 「南 -16」 まで。

桜山展望台の説明看板は 「南 13」。散策中格 F々の 日安 とな

ります。

阿須丘陵を散策しました。
3月 下旬、会虫 7名 は、飯能市か ら青梅市につながる 『卜古f

須丘陵』を約1()km歩きました。飯能市民のボランテ ィアグル
ープ 「阿須丘陵の散策路づくり実行委員会Jと 合同で実施。

『阿須丘陵七国コース』 ヽ日は絶好の散策 日和で七回広場

での愛妻弁当は最高。落ち葉の敦き詰め られた との散策路は

足にやさしく、途中、兄事に枝打ちされたすがすが しい杉林

があ り、加治丘陵も枝打ちによって、手入れをすればもっと

キ レイになると感 じ今後の課題 として、大いに勉強にな りま

した。 総務班長 山 西 素 直

安全指導員の制度の導入

作業中の 「安全J

作業活動を見守る。

豊泉功。安全唱和

を確保するため以下の会員を 「安全指導貝」に任命しました。術を持ち腕章をつけ

清水徳三、武藤茂、木村道洪、山川英男、塚越克夫、小日桐大、吉野行男、菊池誉、

「無理しない、急がない、余裕を持って」全員が安全について再確認しよう !

NPO法 人 (特定非営利活動法人)と は 悌3回)
NPO法 人が活動できる分野は17項日あり、その内の 1つ に我々が活動している 「環境の保全を図る

活動J力Sあります。その活動には ド記の通 りいくつかの制約があります。

(1)不 特定かつ多数のものの利益の増進に寄与することを目的としていること。

t2)営 利を目的としていないこと。

(3)宗 教の教義を広め儀式行事を行い、信者を教化育成などを目的としていないこと。

(4)政 治上の主義を推進し、支持し又はこれに反対することを目的としていないこと。

(5)特 定の公職の候補者若しくは公職にある者又は政党を推薦し、支持 し又はこれらに反対すること

を目的としていないこと。

(6)暴 力団又は暴力団やその構成員若しくは暴力団の構成員でなくなって 5年 を経過 しない者の統制
の下にある団体でないこと。

17)特 定の個人又は法人その他の団体の利益を目的として事業を行わないこと。

18)特 定の政党のために利用しないこと。  こ れらに抵触しないよう行動します。



鶴寄縞文        ホ 短 歌

私 も入会以来早や 4年 目、山に入 り皆さんの

作業ぶ りを見て驚きました。山村で生まれ育つ

たので農道具は子供の頃か ら使い罰‖れていたが、

鎌や鋸などを持った ことのない人が多 く、みて

いて ヒヤヒヤハラハラで した。今ではグループ

組織 もでき、伐採道具の使い方や手入れの方法

もしっか りと準備 されてきました。安全面でも

委 員会を発足 し、救急救護の研修や 6月 にはチ

ェンソーの取扱 い講習 もあ り、我々グループも

万金な体怖1になってきました。 これか らも大勢

の参加で、一人でも多く里山の良さを知っても

らいたいと思います。

「里山の林に響くチェンソー」 副 理事長 清 水徳三

編集後記
円滑な組織は、業務管理、人事管理、事務管理のバランスである。今、 これが確保され、当グループ

は順調に推移している。縁あっての我々グループの会員が、お互いに交流を深め、親睦を高めながら活

動してきた賜ものである。毎回、皆楽しく参加している。今回、臨時の編集に携わったが、 こ の会報も

ムつの会長同志を結ぶ 「コミュニケーションの場Jと 考えます。これからも作業活動や会報への寄稿に
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・イベント情報
第16回入間市環境展開催日程

6月 3日 (J～4日 (日)ま るひろ 1階

チェンソー取扱者議習受講者 8名 決定

6月 15日～16日 コ マツ教習所埼玉センタ

森林視察研修会開催します。

第 4回 森林視察研修を、 9月 上旬に予定

しています。今年は名栗地区名郷の森林視

察を計画いたしました。会員の皆様多数参

加をお願いいたします。

研修班長 山 中洋 忠

▲ 平成17年度森林視察研修会 嵐 山町 菅谷館

当グループでは、加治丘陵の保全と環境に関

心のある方 (正会真)、及び企業 (賛助会員)を

募集しています。

一=会 員になって活動を支えて下さい。 一

●我々はボランテ ィアで活動しています。

●約260人の会員が汗を流して頑張つています。

●年会費 正 会員 (個人)2 , 0 0 0円

賛助会員 (会社又は団体)1回 10,000円

0加 入連絡先 04-2966-3131(小 澤盛久)

ご支援下さい。 事務局長 大 山 博

発行責任者 :小澤盛久  〒 358-0023入 間市扇台 3-1-1  804-2966-3131


